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虎
口

コ

コ

ウ

の
難ナ

ン 

会
長 

小
木
曽 

清
三 

  

何
と
も
忙
し
い
年
度
末
で
あ
り
ま
す
。
温
か

か
っ
た
冬
で
す
が
、
桜
が
咲
い
た
後
に
雪
が
降
り

ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
３
月
14
日
、
震
災
原
発
事
故
で
運

休
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
全
線
で
運
転
再

開
。
９
年
ぶ
り
に
震
災
の
不
通
区
間
は
解
消
し

ま
し
た
。
同
日
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
に
誕
生
し
た
新

駅
、「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
」
は
、
山
手
線
で

30
番
目
の
駅
だ
そ
う
で
す
。 

 

令
和
２
年
３
月
29
日
、
羽
田
空
港
で
新
ル
ー

ト
の
運
用
開
始
。
Ａ
・
Ｃ
滑
走
路
に
着
陸
し
、
Ｂ

滑
走
路
か
ら
離
陸
す
る
と
い
い
ま
す
。
問
題
は

都
心
低
空
飛
行
、
騒
音
や
落
下
物
で
す
。
中

野
駅
付
近
で
は
１
１
４
０
メ
ー
ト
ル
の
高
度
か
ら

降
下
し
て
く
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
も
２
分
間
隔

で…
…

。 

 

最
も
大
変
な
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
。
令
和
２
年
３
月
11
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ
ド
ロ
ス

事
務
局
長
が
フ
ェ
ー
ズ
６
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣

言
。
世
界
で
85
万
人
の
感
染
者
、
４
万
人
の
死

者
が
出
た
と
の
話
で
す
（４
月
１
日
現
在
）
。 

コ
ロ
ナ
関
連
で
大
相
撲
３
月
場
所
は
初
め
て

無
観
客
で
開
催
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
は

放
送
し
ま
し
た
が
、「
無
観
客
、
い
つ
も
は
聞
け

ぬ
四
股
の
音
」
状
態
で
、
汗
の
音
、
す
り
足
の

音
、
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
ま
で
聞
こ
え
そ
う
な
、
シ
ー
ン

と
張
り
つ
め
た
場
所
で
し
た
。
因
み
に
優
勝
は

横
綱
白
鵬
関
。
44
回
目
の
優
勝
で
し
た
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
結
局
今

年
は
無
理
と
の
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕

は
２
０
２
１
年
７
月
23
日
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

２
０
２
１
年
８
月
24
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

人
気
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
志
村
け
ん
氏
（
70
）
も
コ

ロ
ナ
に
罹
患
。
令
和
２
年
３
月
17
日
に
体
調
不

良
、
倦
怠
感
の
症
状
で
自
宅
静
養
し
て
い
ま
し

た
が
、
３
月
20
日
、
重
度
の
肺
炎
と
診
断
さ
れ

入
院
。
３
月
23
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
陽
性

と
判
明
、
３
月
29
日
午
後
11
時
10
分
、
逝
去

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
急
な
症
状
の
変
化
に
は
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
今
５
つ
の
薬
が
見
直
さ
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
①
点
滴
レ
ム
デ
シ
ベ
ル(

エ
ボ

ラ
出
血
熱
治
療
薬)

、
②
錠
剤
ア
ビ
ガ
ン
（
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
）
、
③
錠
剤
カ
レ
ト
ラ

（
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
）
、
④
吸
入
オ
ル
ベ
ス
コ
（
喘
息
治

療
剤
）
、
⑤
点
滴
フ
サ
ン(

急
性
膵
炎
治
療
薬
）
。

ア
ビ
ガ
ン
は
発
症
６
日
以
内
に
投
与
さ
れ
れ
ば

重
症
化
し
な
い
と
い
う
症
例
が
中
国
か
ら
報
告

さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
６

か
月
以
内
に
目
途
が
た
つ
と
の
見
解
も
あ
る
よ

う
で
す
。 

 

墨
田
区
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
人
達
が

眼
に
見
え
な
い
共
通
の
相
手
と
対
決
し
て
い
ま

す
。
迷
惑
が
ら
ず
に
共
助
し
合
う
、
そ
の
為
に

は
自
ら
が
健
康
で
活
力
の
あ
る
状
態
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
心
と
力
を
あ
わ

せ
、「
今
」を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。 

 

未
来
の
為
に
歴
史
が
あ
っ
て
、「
今
」
を
伝
承

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
５５ 
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中
等
教
育
の
学
力
の
動
向 

 
 
 
 

（
研
究
発
表
の
補
充
） 

高
木 

新
太
郎 

 

１
．
学
力
の
国
際
調
査 

 

学
力
調
査
の
国
際
調
査
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
Ｓ
（
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査
）
と

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
学
習
到
達
度
調
査
）
が
基
本
と
な

る
。
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
は
小
学
４
年
と
中
学
２
年
の

理
数
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
略
す
る
（「
玉
ノ
井
思
潮
」
21
号
の
拙
稿
を
参

照
さ
れ
た
い
）。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
Ａ
読
解
力
・
Ｂ

数
学
的
応
用
力
・
Ｃ
科
学
的
応
用
力
の
３
分
野

で
、
15
歳
を
対
象
に
義
務
教
育
終
了
時
点
の
学

力
を
評
価
す
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が

２
０
０
０
年
か
ら
３
年
ご
と
に
実
施
し
て
き

た
。 

 

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
へ
の
参
加
国
・
地
域
は
増
加
し
、

２
０
０
０
年
は
32
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
８
年

は
79
で
あ
る
。
表
１
は
日
本
の
結
果
で
あ
る
。

Ｃ
は
２
位
～
６
位
、
Ｂ
は
１
位
～
10
位
、
Ａ
は

４
位
～
15
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
の
学
力
は

高
く
、
特
に
Ｃ
と
Ｂ
は
10
位
以
内
で
あ
っ
た
。

少
々
劣
る
Ａ
で
も
、
２
０
０
３
年
と
２
０
０
６

年
の
参
加
国
が
41
と
57
で
あ
る
か
ら
、
上
位

で
あ
っ
た
。
日
本
が
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
重
視
し
た
結

果
だ
が
、
本
来
は
多
面
的
な
「
学
力
」
を
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の
学
力
観
に
近
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
Ａ
～
Ｃ
の
上
位
５
国
か
ら
判
断
す

る
と
、
初
期(

２
０
０
０
～
06
年)

は
日
本
・
韓

国
・
香
港
等
と
並
ん
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ラ

ン
ダ
・
カ
ナ
ダ
等
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ア

ジ
ア
諸
国(

台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
も
含
む)

が
上
位
に
た
つ
。
特
に
途
中
参
加
の
中
国
が
Ａ

～
Ｃ
の
３
分
野
で
首
位
に
な
っ
た(

２
０
０
９
、

12
、
18
年)

。 

２
．
学
力
と
都
立
高
校
入
試
制
度
改
革 

 

学
力
は
上
位
教
育
機
関
へ
の
進
学
と
関
係
す

る
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
15
歳
時
を
念
頭
に
都
立
高
校

入
試
を
考
え
る(

中
等
教
育
の
中
間
時
点)

。
高

校
入
試
制
度
は
変
更
さ
れ
て
き
た
。
⒜
新
旧
変

更
期
（
１
９
４
８
～
51
年
）
、
⒝
学
区
合
同
選
抜

（
１
９
５
２
～
66
年
）、
⒞
学
校
群
制
度
（
１
９

６
７
～
81
年
）
、
⒟
グ
ル
ー
プ
合
同
選
抜
制
度

(

１
９
８
２
～
93
年)
、
⒠
１
９
９
４
年
以
後
と

な
る
。
⒜
は
新
制
高
校
と
な
っ
た
が
、
旧
制
中

学
等
と
の
調
整
、
学
区
設
定
が
行
わ
れ
、
墨
田

は
江
東
・
葛
飾
・
江
戸
川
と
と
も
に
「
第
六
学

区
」
と
な
っ
た
。
⒝
は
学
区
内
の
高
校
選
抜
で

あ
る
。
⒞
は
２
～
３
校
を
集
め
て
一
つ
の
学
校

群
を
作
り
、
各
高
校
か
ら
各
群
の
選
択
と
な
り
、

群
の
構
成
が
重
要
と
な
る
。
61
群
は
両
国
・
墨

田
川
・
小
松
川
、
64
群
は
江
戸
川
・
小
岩
だ
っ

た
。
⒟
は
学
区
内
の
高
校
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
調
査
書
と
学
力
検
査
で
グ
ル
ー
プ
合

格
者
を
決
定
し
た
。
61
グ
ル
ー
プ
に
墨
田
・
葛

飾
、
62
グ
ル
ー
プ
に
江
東
・
江
戸
川
の
各
高
校

を
配
置
し
た
。
⒠
は
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
。

１
９
９
４
年
か
ら
「
単
独
選
抜
制
度
」
に
移
行

し
、
〝
学
区
外
受
験
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
〟
（『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』）。
２
０
０
３
年

に
学
区
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
01
年
か
ら
高
校

を
種
類
別
に
区
分
け
し
た
。
①
進
学
指
導
校
と

②
中
高
一
貫
校
で
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
両
者

と
も
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。 

（
①
ア
）
進
学
指
導
重
点
校―

01
年
に
日
比

谷
・
西
・
戸
山
・
八
王
子
東
を
指
定
し
、
03
年

に
国
立
・
立
川
・
青
山
を
追
加
し
た
。
19
年
現

在
は
７
校
。 

（
①
イ
）
進
学
指
導
特
別
推
進
校―

07
年
に
小

山
台
・
駒
場
・
新
宿
・
町
田
・
国
分
寺
が
指
定

さ
れ
、
後
に
国
際
（
13
年
）・
小
松
川
（
18
年
）

が
追
加
。 

（
①
ウ
）
進
学
指
導
推
進
校―

18
年
に
多
摩
科

学
技
術
が
理
系
の
進
学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
、

同
校
を
含
め
現
在
は
13
校
。
三
田
・
豊
多
摩
・

竹
早
・
北
園
・
墨
田
川
・
城
東
・
武
蔵
野
北
・

小
金
井
北
・
江
北
・
江
戸
川
・
日
野
台
・
調
布

北
。 

（
②
ア
）
中
等
教
育
学
校―

中
学
に
あ
た
る
前

期
課
程
（
３
年
）
と
高
校
に
あ
た
る
後
期
課
程

（
３
年
）
が
あ
る
が
、
後
期
課
程
か
ら
の
募
集

は
な
い
。
九
段
・
桜
修
館
・
小
石
川
・
南
多
摩
・

立
川
国
際
・
三
鷹
の
６
校
で
あ
る
。
九
段
が
区

立
で
他
は
都
立
。 

（
②
イ
）
併
設
型
中
高
一
貫
校―

都
立
高
の
付

属
の
形
で
中
学
を
併
設
す
る
。
受
験
生
は
中
学

と
高
校
の
２
回
機
会
が
あ
る
。
都
内
初
の
白
鴎

付
属
中
が
、
卒
業
時
の
11
年
に
東
大
５
名
の
現

役
合
格
者
を
出
し
注
目
さ
れ
た
。
現
在
は
大
泉
・

富
士
・
白
鴎
・
両
国
・
武
蔵
の
５
校
で
あ
る
。 

 

94
年
以
降
は
学
校
群
で
低
下
し
た
都
立
高

校
の
進
学
向
上
の
た
め
、
都
は
思
い
切
っ
た
策

を
打
ち
、
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
） 

 表１ 日本のＰＩＳＡでの順位 

年 2000 2003 2006 2009 2012 2015 2018 

Ａ 8位 14位 15位 8位 4 位 8位 15位 

Ｂ 1位 6位 10位 9位 7 位 5位 6位 

Ｃ 2位 2位 6位 5位 4 位 2位 5位 

 

表２の出典 

（ア） 晶文社『東京都私立公立

高校受験案内』 

（イ） 声の教育社『東京都受験

案内』 
表２ 旧第六学区高校の難易度の変化（男子） 

 両国 墨田川 小松川 江戸川 深川 本所 葛飾野 南葛飾 

（ア）合格基準 2中 2下 3c 3c 3d 3d 3d 3d 

（イ）偏差値 61 55 60 53 52 47 40 35 

 (注１）（ア）は 1965 年向け、（イ）は 2018 年向けである 

(注２)（ア）は 2が上～下 3段階、3が a～eの 5段階 
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『
花
』
武
島
羽
衣
と
滝
廉
太
郎 

小
木
曽 

清
三 

  

墨
田
区
の
愛
唱
歌
で
あ
る「
花
」
を
題
材
に
し

た「
す
み
だ
花
体
操
」の
普
及
員
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。『
花
』
は
滝
廉
太
郎
作
曲
、
武
島
羽

衣
作
詞
で
明
治
33
年
に
で
き
た
も
の
で
す
。
墨

田
区
は
平
成
８
年
に
音
楽
都
市
を
目
指
し
、
ト

リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
＆
小
澤
征
爾
さ
ん
率
い
る

新
日
本
フ
ィ
ル
を
招
い
て
い
ま
す
が
、『
花
』は
本

格
的
組
曲『
四
季
』の
一
つ
で
す
。 

 

滝
廉
太
郎
作
曲
歌
曲 

『
四
季
』 

 
 

 

明
治
33
年
11
月 

「
花
」 

二
部
合
唱 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 
 
 

武
島
羽
衣
作
詞 

「
納
涼
」
独
唱 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 
 
 

東
（由
比
）
く
め
作
詞 

「
月
」 

四
部
合
唱 

伴
奏
な
し 

 
 
 
 

滝
廉
太
郎
作
詞 

「
雪
」 

四
部
合
唱 

オ
ル
ガ
ン
・ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 
 
 

中
村
秋
香
作
詞 

  

羽
衣
の
詞
よ
り
も
、
滝
廉
太
郎
の
名
曲
と
し

て
広
く
知
ら
れ
、
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
歌
曲
の

四
季
折
々
の
風
物
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

第
一
部
に
あ
た
る「
花
」
は
隅
田
川
堤
の
春
の

景
観
を
歌
っ
た
も
の
。
こ
の
墨
堤
の
花
見
の
遊

山
は
江
戸
後
期
以
来
人
々
の
楽
し
み
で
あ
っ
た

が
、
明
治
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
引
き
継
い
で
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
の
絵
ハ
ガ
キ
な
ど
を
見

て
も
よ
く
解
る
。
羽
衣
の
数
多
い
作
品
の
中
で
、

今
日
で
も
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い
る
唯
一
の
作

品
。 

  
 
 
 
 
 
 

花 

春
の
う
ら
ら
の
隅
田
川 

の
ぼ
り
く
だ
り
の
船
人
が 

櫂
の
し
づ
く
も
花
と
散
る 

な
が
め
を
何
に
た
と
ふ
べ
き 

 

見
ず
や
あ
け
ぼ
の
露
浴
び
て 

わ
れ
に
も
の
言
ふ
桜
木
を 

見
ず
や
夕
ぐ
れ
手
を
の
べ
て 

わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青
柳
を 

 

 

錦
お
り
な
す
長
堤
に 

く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月 

げ
に
一
刻
も
千
金
の 

な
が
め
を
何
に
た
と
ふ
べ
き 

 

☆
滝
廉
太
郎 

 

明
治

12
年
生
ま
れ
（
東
京
芝
区
佐
久
間

町
）
。
富
山
尋
常
小
学
校
に
入
学
（
父
・
吉
弘
の

仕
事
上
）
す
る
が
、
二
年
生
で
東
京
麹
町
小
学

校
に
転
校
。
11
歳
（
明
治
23
年
）
の
と
き
、
大

分
県
尋
常
師
範
学
校
小
学
校
高
等
科
一
年
に

転
校
。
15
歳
（
明
治
27
年
）
で
上
京
、
東
京
音

楽
学
校
に
入
学
。
こ
の
時
、
小
山
作
之
助
の
運

営
す
る「
芝
唱
歌
会
」
入
会
。
19
歳
（
明
治
31

年
）
、
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
す
る
と
と
も
に

研
究
科
に
属
す
。
20
歳
（
明
治
32
年
）
の
と

き
、
音
楽
学
校
ピ
ア
ノ
教
授
嘱
託
と
な
る
。
21

歳
（
明
治
33
年
）
、「
花
」「
荒
城
の
月
」
発
表
。

22
歳
（明
治
34
年
）の
と
き
、
ド
イ
ツ
留
学
。 

 

滝
廉
太
郎
の
名
は
清
廉
潔
白
か
ら
名
付
け
た

と
い
う
が
、
そ
の
通
り
の
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

☆
武
島
羽
衣 

 

名
は
又
二
郎
。
明
治
６
年
11
月
、
東
京
日
本

橋
に
生
ま
れ
る
。
直
話
に
よ
る
と
父
は
俳
諧
を

好
み
、
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
な
ど
の
句
集
を
あ

ま
た
蔵
書
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
幼
に
し
て
そ

れ
ら
を
耽
読
。
尋
常
中
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、

そ
の
国
語
の
教
師
で
あ
っ
た
今
泉
定
介
の
感
化

を
受
け
、
さ
ら
に
高
等
中
学
に
入
る
に
及
び
落

合
直
文
、
小
中
村
義
象
等
の
影
響
を
受
け
て
そ

の
方
面
の
研
究
に
志
し
、
明
治
29
年
帝
国
大

学
文
科
大
学
国
文
科
を
卒
業
。
翌
年
、
東
京

音
楽
学
校
並
び
に
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教

授
と
な
る
。 

１
９
５
５
年
83
歳
の
と
き
、
教
鞭
を
と
っ
て
い

た
実
践
女
子
大
学
の
同
窓
会
で「
花
」
の
歌
碑

を
建
て
た
い
！ 

と
本
人
が
申
し
出
た
そ
う
で
、

実
践
女
子
、
日
本
女
子
、
聖
心
女
子
の
教
え
子

３
５
０
人
が
集
ま
り
、
１
９
５
６
年
11
月
３
日
、

自
筆
の
歌
詞
で
建
立
さ
れ
た
（
隅
田
公
園
山
谷

堀
）
。 

二
男
達
夫
氏
は
、
千
葉
大
名
誉
教
授
。

（
前
頁
よ
り
） 

３
．
高
校
の
合
格
評
価 

 

高
校
が
合
格(

入
試)

の
学
力(

入
試
難
易
度)

で
評
価
さ
れ
る
と
き
が
あ
る
。
難
易
度
は
別
の

名
称(

偏
差
値
等)

で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
固
定
し
た
も
の
で
な
い
。
表
２
は
一
例
だ

が
、
旧
制
中
学
系
と
男
女
系
の
差
は
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
。 
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間
違
い
だ
ら
け
の 

両
国
小
学
校
史
!?
（一
） 

旧
水
路
ラ
ボ 

 

Ⅰ 

問
題
の
所
在 

 

東
京
都
墨
田
区
両
国
四
丁
目
に
は
、
都
内
有

数
の
名
門
校
（１
）
と
い
わ
れ
、
芥
川
龍
之
介
の
母

校
（
２
）
と
さ
れ
る
墨
田
区
立
両
国
小
学
校
が
あ

る
。
長
い
歴
史
の
中
で
は
、
成
績
優
良
校
と
し

て
大
正
天
皇
（
当
時
皇
太
子
）
が
視
察
に
訪
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
（
３
）
と
い
い
、
二
〇
一
五
（
平
成
二

七
）
年
に
は
、
開
校
一
四
〇
周
年
の
記
念
式
典

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
（４
）
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
、

こ
う
い
っ
た
両
国
小
学
校
の「
歴
史
」
は
、
必
ず

し
も
自
明
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
次

号
以
降
で
見
て
い
く
よ
う
に
、
両
国
小
学
校
の

沿
革
に
関
し
て
は
様
々
な
情
報
が
錯
綜
し
て
お

り
、
互
い
に
矛
盾
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で

あ
る
。
両
国
小
学
校
は
、
本
当
に
芥
川
の
母
校

で
あ
り
、
間
違
い
な
く
一
四
〇
年
以
上
の
歴
史

を
有
す
る
伝
統
校
な
の
だ
ろ
う
か
。  

 

こ
れ
ら
の
諸
点
を
解
明
す
る
こ
と
は
、「
名
門
」

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
在
校
生
や
卒

業
生
ら
に
と
っ
て
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
意
味

を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
人
々
に
と
っ

て
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
り
得
る
問
題

だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
両
国
小
学
校
が
芥
川
の
出
身
校
だ
と

説
明
し
て
い
る
墨
田
区
教
育
委
員
会
（
５
）
や
墨

田
区
観
光
協
会
（
６
）
、
そ
し
て
、
芥
川
研
究
者
に

と
っ
て
は
、
見
解
の
修
正
を
迫
ら
れ
る
可
能
性

を
孕
む
問
題
で
も
あ
る
。 

 

両
国
小
学
校
の
沿
革
に
関
す
る
錯
綜
し
た
諸 

記
述
を
検
証
し
、
何
が
事
実
な
の
か
を
確
認
す

る
に
は
、
当
時
の
行
政
文
書
・
資
料
や
新
聞
記

事
な
ど
、
様
々
な
証
拠
を
集
め
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
特
に
、
固
く
信
じ
ら
れ
て
き
た「
史
実
」

に
異
議
を
唱
え
る
場
合
は
尚
更
で
あ
る
。 

 

こ
の
連
載
で
は
、
主
と
し
て
そ
う
い
っ
た
同
時

代
史
料
に
基
づ
き
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か

け
て
、
両
国
小
学
校
の
前
身
と
さ
れ
る
学
校
の

名
称
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
過
程
を
追
い
な
が

ら
、
両
国
小
学
校
史
の
基
礎
部
分
の
再
構
築

を
試
み
た
い
。
（
次
号
へ
続
く
） 

 

（
１
） 

記
念
誌
編
さ
ん
委
員
会
編『
墨
田
区
立
両
国
小
学

校
創
立
九
五
周
年
記
念
誌 

本
所
の
四
季
』
（
墨
田
区
立

両
国
小
学
校
、
一
九
七
〇
年
）
一
一
五
頁
参
照
。  

（
２
） 
関
口
安
義
編『
芥
川
龍
之
介
新
辞
典
』
（
翰
林
書
房
、

二
〇
〇
三
年
）
二
〇
一
頁〔
関
口
安
義
執
筆
〕
、
山
梨
県

立
文
学
館
編
『
生
誕
百
年
記
念 

芥
川
龍
之
介
展
』
（
山

梨
県
立
文
学
館
、
一
九
九
二
年
）
一
五
頁
、
鷺
只
雄
編

『
年
表 

作
家
読
本 
芥
川
龍
之
介〔
新
装
版
〕
』
（河
出
書

房
新
社
、
二
〇
一
七
年
）
一
九
、
二
三
、
二
六
頁
、
神
田

由
美
子「
芥
川
文
学
に
描
か
れ
た
本
所
両
国
」
墨
田
区
教

育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
編『
芥
川

龍
之
介―

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
は
本
所
両
国―

』
（
墨
田

区
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
、
二

〇
一
三
年
）
八
六
頁
等
。 

（
３
） 

百
四
十
周
年
記
念
誌
委
員
会
編『
開
校
百
四
十
周

年
記
念
誌
』
（
墨
田
区
立
両
国
小
学
校
、
二
〇
一
五
年
）

一
五
頁
。 

（４
） 

同
右
一
一
頁
。 

（
５
） 

墨
田
区
教
育
委
員
会
が
両
国
三
丁
目
二
二
番
一

一
号
付
近
に
設
置
し
て
い
る「
芥
川
龍
之
介
成
育
の
地
」

の
解
説
板
に
は
、
芥
川
が
通
っ
た
小
学
校
が
現
在
の
両
国

小
学
校
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註
（
２
）『
芥

川
龍
之
介―

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
は
本
所
両
国―

』
一
頁
、

墨
田
区
教
育
委
員
会
『
す
み
だ
の
史
跡
文
化
財
散
歩
』

（
墨
田
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
、
二

〇
〇
六
年
）
一
〇
六
頁
も
同
旨
。 

（
６
） 

た
と
え
ば
、
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る「
芥

川
龍
之
介
の
文
学
碑
」解
説
ペ
ー
ジ
参
照
。 

相
撲
甚
句 

青
木 

忠
夫 

  

研
究
と
い
う
よ
り
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

歌
詞
は
都
都
逸
と
同
じ
７
・
７
・
７
・
５
の

甚
句
形
式
、
土
俵
上
で
５
人
か
ら
７
人
の
輪

に
な
っ
て
、
中
央
に
１
人
が
出
て
独
唱
す
る
。

周
囲
の
力
士
た
ち
は
、
手
拍
子
と
「
ど
す
こ

い
」「
ほ
い
」「
あ
～
ど
す
こ
い
ど
す
こ
い
」
と

い
っ
た
よ
う
な
合
い
の
手
を
入
れ
る
。 

 
  

（
江
戸
の
花
） 

 

ア
ー
ア
～ 

ア
ー
ア
～ 

 

ア
ー 

ア
～
ア
ア
エ
ー 

ま
ま
に
な
る
な
ら 

横
綱
張
ら
せ
ヨ
ー 

ア
～
ア
～ 

ア
～
ア
～ 

ま
わ
し
の
模
様
は
隅
田
川 

百
本
杭
に
は
都
鳥 

東
雲
鴉
が
二
羽
三
羽 

か
す
か
に
見
え
る
は
富
士
の
山 

「
ス
ト
ト
コ
ト
ン
と
」
打
ち
出
す
太
鼓
は 

向
こ
う
両
国
国
技
館 

明
日
は
初
日
の
こ
と
な
れ
ば 

主
さ
ん
と
地
取
り
が
ヨ
ー
ホ
ホ
イ
ー 

ア
ー 

ア
ア
ア
ア
ー 

し
て
み
た
い
ヨ
ー 

 

相
撲
教
習
所
の
教
養
科
目
と
し
て
必
須
科

目
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
幕
下
以
下
の

力
士
で
あ
っ
て
も
甚
句
を
披
露
す
る
際
は
大

銀
杏
を
結
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
起
源
発
祥

に
つ
い
て
定
説
は
な
い
が
、
享
保
年
間
に
は

流
行
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

有
名
な
も
の
は
（
花
づ
く
し
）
（
山
づ
く
し
）

（
出
世
か
が
み
）
が
あ
る
。
そ
し
て
「
ご
あ
い

さ
つ
」
で
締
め
く
く
る
。
と
に
か
く
歌
い
や

す
く
覚
え
や
す
い
。
日
本
人
の
根
底
に
あ
る

音
階
で
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
が
、
私

も
仲
間
と
健
康
の
た
め
に
も
楽
し
ん
で
今
も

毎
日
歌
っ
て
い
る
。 

 【
編
集
後
記
】 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
、

令
和
２
年
４
月
７
日
、
東
京
都
を
含
む
７
都

府
県
に
対
し
、
国
か
ら
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
史
談
会
第
32
回
定
期
総
会
を
延
期
と

い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
十
分

に
健
康
に
ご
留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
感

染
拡
大
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

す
み
だ
史
談
五
十
五
号 

 

令
和
二
年
四
月
二
四
日 

印
刷
発
行 

墨
田
区
吾
妻
橋
一―

二
三―

二
〇 

 
 

教
育
委
員
会
文
化
財
内 

発
行
人 

小
木
曽 

清
三 


